
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                           校長
こうちょう

 阿部
あ べ

 亮一
りょういち

 

１１月
がつ

に入
はい

り、校庭
こ うてい

の木々
き ぎ

の葉
は

も少
すこ

しずつ色
いろ

づき、寒
さむ

さを感
かん

じる季節
き せ つ

となりました。 

４月
がつ

から７か月
げつ

が経
た

ち子
こ

どもたちは、日々
ひ び

の学習
がくしゅう

活動
かつどう

や学校
がっこう

行事
ぎ ょ う じ

を通
とお

して大
おお

きく成長
せいちょう

してきています。

特
と く

に、先月
せんげつ

行
おこな

われた本校
ほんこう

二大
に だ い

行事
ぎ ょ う じ

の一
ひと

つである「梨
り

丘
きゅう

祭
さい

」は、日頃
ひ ご ろ

の学習
がくしゅう

成果
せ い か

を

発揮
は っ き

する機会
き か い

となり、一人一人
ひ と り ひ と り

の役割
や く わ り

をしっかりと果
は

たしたすばらしい「合唱
がっしょう

コンクール」

そして「学習
がくしゅう

発表会
はっぴょうかい

」となりました。３７回目
か い め

となる「梨
り

丘
きゅう

祭
さい

」を通
とお

して子
こ

どもたちは新
あら

たな

可能性
か の う せ い

を自
みずか

ら見出
み い だ

し、力
ちから

を合
あ

わせみんなで創
つ く

り上
あ

げることの喜
よろこ

びを実感
じっかん

したことと思
おも

います。 

さて、梨
り

丘
きゅう

祭
さい

成功
せいこう

に向
む

けた、子
こ

どもたち、そして教職員
きょうしょくいん

の取組
と り く み

に触
ふ

れ、「利他
り た

の心
こころ

」という言葉
こ と ば

が頭
あたま

に

思
おも

い浮
う

かびました。漢字
か ん じ

でいう「利
り

」は「利益
り え き

」の利
り

、そして「他
た

」は「他人
た に ん

」の他
た

と読
よ

み取
と

ることができます。

「利他
り た

」という言葉
こ と ば

は人
ひと

のために行動
こ う ど う

することを意味
い み

し、「利他
り た

の心
こころ

」は、人
ひと

のために行動
こ う ど う

しよう、がんば

ろうとする心
こころ

をもつことの大切
たいせつ

さを表
あらわ

しています。まさにチームワーク力
りょく

、コミュニケーション力
りょく

の 源
みなもと

に

なるものだと思
おも

います。実
じつ

は「利他
り た

の心
こころ

」という言葉
こ と ば

は、日本
に ほ ん

のある会社
かいしゃ

経営者
けいえいしゃ

として活躍
かつやく

した稲盛
いなも り

和夫
か ず お

さんが、「会社
かいしゃ

がうまくいくにはどうしたらいいのだろうか」「社員
しゃいん

が生
い

き生
い

きと仕
し

事
ご と

をするためにはどうした

らいいのか」と試行
し こ う

錯誤
さ く ご

しながら考
かんが

えた言葉
こ と ば

だそうです。 

梨
り

丘
きゅう

祭
さい

を始
はじ

め、学校
がっこう

生活
せいかつ

では、友
と も

だちやクラスの仲間
な か ま

と協力
きょうりょく

して学
まな

んだり、活動
かつどう

したりする場面
ば め ん

が多
おお

く

あります。よりよい学校
がっこう

生活
せいかつ

を送
お く

るには、「利他
り た

の心
こころ

」を大切
たいせつ

にすることが必要
ひつよう

だと思
おも

います。いよいよ

後期
こ う き

が始
はじ

まりました。自分
じ ぶ ん

のことだけでなく、友
と も

だちやクラスのためにできることを考
かんが

え、行動
こ う ど う

するために

も 「利他
り た

の心
こころ

」を忘
わす

れず、充実
じゅうじつ

した学
がっ

校
こ う

生
せい

活
かつ

を送
お く

ってほしいと思
おも

います。 

また、来月
らいげつ

１２月
がつ

４日
か

（日
にち

）から１２月
がつ

１０日
か

（土
ど

）まで人権
じんけん

週間
しゅうかん

となります。本校
ほんこう

では人権
じんけん

週間
しゅうかん

に先
さき

だって、１１月
がつ

１８日
にち

（金
きん

）に、人権
じんけん

講演会
こうえんかい

を開
かい

催
さい

します。講師
こ う し

の先生
せんせい

は、『長期
ち ょ う き

療養
りょうよう

を必要
ひつよう

とする子
こ

どもたちに最高
さい こ う

の子
こ

ども時代
じ だ い

「青春
せいしゅん

」を実現
じつげん

する TEAM をつくる』こと

を目
め

指
ざ

し、活動
かつどう

を行
おこな

っている「Being Alive Japan」の方
かた

です。講演
こうえん

では「病院
びょういん

の子
こ

ども

憲章
けんしょう

」に触
ふ

れながら誰
だれ

もが相互
そ う ご

に人格
じ ん か く

と個性
こ せ い

を尊重
そんちょう

し、支
さ さ

え合
あ

う「心
こころ

のバリアフリー」とは何
なに

かについて

考
かんが

える機会
き か い

にしたいと考
かんが

えています。そして子
こ

どもたちには、人権
じんけん

週間
しゅうかん

の取組
と り く み

を含
ふ く

め「利他
り た

の心
こころ

」そし

て「思
おも

いやりの心
こころ

」を大切
たいせつ

にしていってほしいと願
ねが

っています。 

令和
れ い わ

４年
ねん

が終
お

わり、まもなく令和
れ い わ

５年
ねん

を迎
むか

えます。平戸
ひ ら ど

中学校
ちゅうがっこう

では、これからもすべての教育
きょういく

活動
か つ ど う

を通
と お

して、保護者
ほ ご し ゃ

の皆様
みなさま

、地域
ち い き

の皆様
みなさま

のご理解
り か い

とご協力
きょうりょく

をいただきながら自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

や友達
と も だ ち

を大切
たいせつ

にする

教育
きょういく

をしっかり行
おこな

っていきたいと考
かんが

えております。どうぞよろしくお願
ねが

いいたします。 

平戸中学校だより                      令和４年 １１月 Vol.７ 
 

平戸梨丘  
発行：横浜市立平戸中学校 校長 阿部 亮一 

              横浜市戸塚区平戸町993-4   ℡045-823-8272 

 

 

 

       後期
こ う き

が始
はじ

まり、これから大切
たいせつ

にしてほしいこと 

      



◇ 前期終業式～全校集会～学年集会 ≪後期に向けて≫ 
１０月７日（金）は、放送による前期終業式でした。前期を振り返るとともに、全校集会では後期委員

会の認証式や表彰が行われました。また、各学年の学年集会を行いました。体育館や格技場に集まっての

集会や学年レクは、久しぶりの事です。学年集会の内容を学年主任の先生に紹介してもらいました。 

≪1学年≫ 

内容は①学級委員からの前期のクラスの振り返り、②学年目標の紹介、③SNSについてです。学級委

員はどのクラスも自分のクラスのいいところや課題などしっかりと振り返りができていました。学年目

標も堂々と紹介することができていました。入学してから半年が経ち、スマートフォン等をもつ人も増

えてきましたので、あらためて SNSに関する話をさせてもらいました。発表も聞く姿勢もとても素晴ら

しかったです。 

 

≪2学年≫ 

 各クラスの学級委員がクラスの振り返りと、学校生活や青学年の先生たちに関する◯×ゲームを企画

し、大いに盛り上がりました。また、後期からの努力してほしいこととして『休み時間の過ごし方』と『話

の聴き方』についての話をしました。安心して集団生活を行うためには、何が大切かを再度考えることが

できたと思います。 

後期からも個々の力を発揮させ、自然教室や体育祭で培った団結力をクラスや学年で更に高めてほし

いと思います。 

 

 ≪３学年≫ 

前期最終日ということで、今まで頑張ってきた学級委員からの挨拶

と後期学級委員から抱負を話してもらいました。他にも学級委員主催

のジェスチャーゲームが行われ、盛り上がりを見せました。学年集会の

最後には城森先生から時間についての話、学年主任から２年半を振り

返って成長を感じてほしいという話をしました。 

３年生は冬に向けて忙しくなっていきます。心と体の余裕ができる

ように時間をつくり出していけるように行動してくれることを願って

います。 

 

◇ 梨丘祭  
１０月１７日（月）第３７回梨丘祭～合唱コンク

ールが 3 年ぶりによこすか芸術劇場で行われまし

た。合唱コンクールのスローガンは、「歌楽風流（か

らふる）～私たちの歌声で創る虹～」です。美術部

のみなさんが制作したスローガンが、よこすか芸

術劇場のステージを飾りました。 

 

みなさんの歌声は、大きなホールに響き渡り、歌い終わった後に「余韻」として残響が残っていました。

その余韻を味わいながら、心に響いたみなさんのハーモニーは、スローガン通り、カラフルな虹のように

素敵な色合いが溶け合って一つになっていました。特に３年生の女声の高音と男声の低音の幅豊かにな

った歌声と、ダイナミックな曲想表現や繊細な歌詞の表現は、さすがでした。１年生２年生の憧れとな

り、来年、再来年へとつながっていくまさに虹のかけ橋のようにみなさんのそして平戸の宝物となりま

した。 

 

１年         ２年                    ３年 

最優秀賞   １組「明日へ」    １組「My Own Road」  ６組「はじまり」 

 

優秀賞    ５組「涙をこえて」  ６組「君とみた海」    ５組「手紙」 

                                  ～拝啓十五の君へ～ 

 



１０月２１日（金）は梨丘祭～学習発表会が体育館

で行われました。 

学習発表会のスローガンは、「梨丘章～創り出そう新

たな伝説へ～」でした。体育館での開祭式には、ピー

スメッセンジャーとしてニューヨークの国連本部や国

連学校を訪問している生徒会長松本佳純さんのリモー

トでの参加がありました。演劇部・吹奏楽部の２回公

演、奇数クラス偶数クラスでの展示見学、格技場から

の有志パフォーマーや梨丘祭実行委員会の企画など、盛りだくさんの演出がありました。先生方の参加

もあり、生徒と協力して新たな伝説を創り上げることが出来ました。 

 

❖表紙絵コンクール 
   合唱コンクール  ３年２組 浅野志織さん          学習発表会 ２年４組   矢野桃子さん 

 
❖フォトコンテスト 
  ①かっこかわいいで賞  ２年４組の作品 

    

②面白いで賞      ３年５組の作品 

 

③バズるで賞            １年４組の作品 

 

④エモいで賞      １年２組の作品 

 

⑤アオハルで賞     １年５組の作品 

 

⑥校長先生特別賞    １年６組の作品 

 

～梨丘祭実行委員の感想～ 
○行事を自分たちで作っていく楽しさとそれを成功させる難しさを知った。実行委員会に

入ることで梨丘祭に関心がもてたので、楽しむ事が出来た。 

○本番の前は少し不安もあったが、いざ始まってみると一体感が生まれ、楽しいと思った。

○今まであまりかかわりのなかった他学年と仲良くなれた。全体でやり遂げる難しさと 

連帯感が学べた。 

○合唱では、クラスが以前より一つにまとまり、強いきずなで結ばれた。今年度初めて全校 

生徒が体育館に集まりコロナ前の盛り上がりが少しずつ戻ってきたのかと思い、このま

ま戻っていってほしい。 

○協力することが出来て、やりがいを感じた。自分たちが頑張って作った梨丘祭だからこそ

楽しめた。 

 

◇第３回 平戸中学校学校運営協議会の報告 
１ 日 時：  令和４年１０月２１日（金） １０時３０分～ 場 所： 校長室  

２ 次第（１）学校長挨拶 

（２）梨丘祭（学習発表会）見学 

（３）前期の振り返り‥資料をもとに横浜市学力・学習状況調査の分析から授業力向上の

取組や人権教育の取組の紹介。骨密度計を活用した学校保健委員会での「食育」推

進の取組や防災教育への提言などを行った。 

（４）意見交換‥梨丘祭が充実していることや学習の視点や今後の課題について 

（５）中学校給食の紹介‥改善されてきている容器や味付けが話題になりました。 

（６）次回の予定 令和５年３月３日（金）１５:３０～    



◇児童生徒交流日  

１０月２６日（水）は、児童生徒交流日でした。品濃

小学校、東品濃小学校、平戸小学校、平戸台小学校の４

校の小学校６年生が、５校時の授業見学と部活動オリエ

ンテーションの見学を行いました。廊下にきれいに並べ

られたランドセルが印象的でした。授業の中では、小学

生も質問に答えるなど参加している様子もありました。

中学校の学級委員が案内役として誘導し、とても頼もしい姿でした。また、地域学校協働本部の活動とし

て、地域コーディネーターやボランティアの見守りをお願いいたしました。 

◇学校保健委員会  

１０月２７日（木）に、「成長期の運動と食事」というテーマで、

学校保健委員会が行われました。保健委員会で、骨密度計測を行っ

たデータをもとに、成長期の今、自分の骨密度を知ることで今後の

生活習慣について考える機会となりました。また、全校生徒のアン

ケートをもとに、成長期の食事やけがの防止について知りたいこと

をまとめました。 

講師の株式会社明治の管理栄養士の講演では、「身長を伸ばした

い」「中学生の今一番必要な栄養素を知りたい」など、生徒からの

質問にも答えていただき、自分のカルシウム摂取量を確認するなど

興味深いものがありました。 

平戸小学校の栄養教諭からは、小学校で学んだ知識に加えて、骨

が成長する骨端線のたんぱく質にカルシウムを運ぶ大切な働きがあるビタミンKやビタミンDに

ついてなど、専門的な将来につながる有意義な学びとなりました。 

 

今後の予定 
 

 

日 曜 主 な 行 事 

11/２ 

 

３ 

８ 

10 

12 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

24 

25 

28 

29 

30 

水 

 

木 

火

木

土 

火 

水

木 

金

土 

日

月 

木

金

月 

火 

水 

横浜市総合体育大会閉会式（男子バスケット部 横浜市第３位  

 体育活動優秀生徒 安藤健太さん 尾崎彩乃さん…表彰は学校で行います） 

戸塚区区民まつり（東戸塚小学校）吹奏楽部出演 

完全下校   

PTA役員会 9:30、PTA運営委員会 10:30、 完全下校 

竹林清掃 （予備日 11/13日） 

後期中間テスト（社・英・美・技家）※技家は３年のみ 

後期中間テスト（理・国・数・音）※音楽は３年のみ 職場体験事前訪問（2年） 

後期中間テスト（保体）※保体は、3年のみ 1・2年生は平常授業 

⑥人権講演会 

みはらし公園清掃 9:00 

戸塚区青少年防災対応力強化研修（保健委員会有志参加） 

8組合同宿泊学習（～22日） 

職場体験（2年） 完全下校 

職場体験（２年） 

⑥全校集会      

完全下校 

専門委員会 


